
2020 年度第 5回通常理事会 議事報告 

会長 加納孝代 

 関東地方では 10月の声を聞いた途端めっきり秋めいてまいりましたが皆様の地域ではいかが

でしょうか。3日の理事会の後には 18日の公開全国シンポジウムがひかえておりましたので、

事前にはその準備、事後にはその始末に追われました。そういうわけで大変遅くなりました

が、ここに 10月 3日の第 5回通常理事会の議事録抜粋をお届けいたします。 

 

◎日時 2020 年 10 月 3日（土）13:30～17:00  ◎場所 本部事務所会議室 

◎出席 理事 14名（うち山下理事はズーム参加)） 監事 2 名  ◎欠席者なし 

◎議事（抜粋）  

１． 城倉企画委員長から秋の公開全国シンポジウムの準備状況について：国連事務次長で軍縮

問題上級代表の中満泉氏からビデオメッセージが届く予定；基調講演者とパネリストへはプ

ログラム掲載原稿は依頼済み；当日参加者は対面会場に約 40名、ズーム参加者が約 50名；

懇親会にはパネリスト 2名と当協会側約 10名が出席予定； 一般参加者の会費は無料とする

ことに急遽変更、対面（リアル）の集まりをズームで配信するに当たっては技術的困難が

種々予想されるため、リハーサルを数回行う、などの報告がなされた。 

２．ホームページのリニューアルは 2019年度から取り組んできた二年越しのプロジェクトであ

るが、今年中の新HP への移行（予定では 12月）にあと一歩の地点まできた。 

３．例年は総会時に開かれる全国支部長会議を 11月 15日（日）13～15時に開催する。対面と

オンライン併用。対面会場は東京四谷の事務所。山下と長谷川の両支部担当理事が立案中。 

４．2021年の第 10 回定時会員総会は岡山開催を取りやめて東京で行う。日程は 2021年 5月 23

日（日）前後を予定。岡山支部には 2022年の開催を改めて要請する。 

５．内閣府の世話で公益法人協会が開いた相談会に加納と森川が出席。コロナ禍との関連で今

年度末の報告書の作り方についての指導があった。今回のように異例で不測の事態が生じた

際は計画通りに執行できない場合もそのままを報告書に書いてよいとのこと。 

６．国内奨学委員会、社会福祉委員会では国内奨学生（一般、社会福祉、安井医学）の選考を

進めており、次回理事会に報告予定。 

７．広報委員会では次の会報（271号）を 8頁建て（通常 12頁）に減らす。印刷費用も軽減。 

８．収益事業委員会による観劇のうち国立劇場に関しては今年は中止。来年から開始予定。た

だし文楽や歌舞伎座での鑑賞はあり。「雅楽」は 2021 年 1月 9日に 公演あり（10/25締切）。 

９． 生涯学習委員会では「大学女性協会手帳」を作成予定。内容等は検討中。「災害の記憶を

繋ぐ」集の作成を企画中。全会員宛ての原稿依頼状を 11月末発送予定の「会報」に同梱。 

１０．本部事務所を支部で利用する際の使用料金については、一回 2000円とし、光熱費の名目

で支払う予定という案が出ている（継続審議）。 

１１．CSW（Committee on Status of Women, 国連女性の地位委員会、2021年 3月 15日～26 日於

NY）と NGO CSW Forum はオンライン開催との通知が鈴木千鶴子 CIR 宛てに届いた。 

１２．会員異動 

 新入正会員 1名を承認。退会 1 名（逝去）。9/24 現在の会員数 709名。 

１３. 次回理事会予定：2020 年 11月 7日（土）13:30～16:30 本部事務所会議室。 

   同日午前中には企画委員会が開かれる予定。          （以上）       


